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大学入学生の情報教育に関する 5年間の調査・分析
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Abstract
Students who studied the subject "information" in high school, have entered universities since 2006. 
Several universities are surveying the acquired ability from the subject "information" among new 
students for arranging contents of information processing education for their students. Nagasaki 
University has conducted questionnaire surveys about the ability level on new students using self-
assessment method for 5 years from 2006 to 2010. As the results, it was demonstrated that the skill 
of information processing of the new students has improved, however their knowledge on it had no 
remarkable changes during these 5 years.　
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１．はじめに

　高等学校で教科「情報」を学習した学生が

2006 年度から大学等へ入学している。様々な大

学で、大学における情報教育への対応を目的とし

て、新入生の情報教育に関する状況把握を行って

おり、教科「情報」の履修状況等について入学時

に調査研究が行われている
1-11）。大学における教

養としての情報教育の内容を検討するにあたっ

て、入学生の高等学校までの情報教育の受講状況

やその学生が大学で受講した情報教育の成績等を

調査・分析することが必要とされている。

　長崎大学においても、全学教育の情報処理科目

委員会が中心となって 2006 年度と 2007 年度の

全新入生に対し、「情報処理入門」科目の授業の

1 回目に、入学までに経験している情報教育に関

する学習状況について問うアンケート調査を行っ

た。2008 年度からは、著者らが担当している学

部の「情報処理入門」授業中に同様の調査を行い、

分析結果を「情報処理入門」の授業に反映させて

いる
12，13）。

　初等・中等教育で情報教育が行われることに

なってから大学入学時の学生の情報に対する知識

や技術の格差が広がり、ワープロや表計算等の習

得レベルもレベルに差があることが明らかになっ

てきた。しかし教養で行う情報教育は多くの大学

において多人数での一斉授業で実施されており、

習得レベルが異なった学生に対しての授業の対

応、さらに大学入学時には既に多くの学生が情報

を学習している現状から大学での初年次の情報教

育内容の検討が必要とされている。

　本論文では、2006 年度から 2010 年度の 5 年間、

長崎大学の入学生を対象として、大学入学までの

情報系科目に関する履修状況、アプリケーション

ソフトウェアの学習状態、情報リテラシーに関す

る知識の把握状況についてアンケート調査を行

い、5 年間の調査結果を分析し、考察を行う。

２．調査概要

　2006 年度から 2010 年度に主として大学入学前

の情報教育に関する内容をアンケート調査した。
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調査は 2006 年度、2007 年度はアンケート用紙を

利用して筆記形式で実施し、2008 年度調査より

Web を使ったアンケートを実施した。Web のシ

ステムは、2008 年前期調査は WebCT、2008 年後

期調査から 2010 年後期調査は iPortfolioMaker14)

を利用し調査を実施した。

2.1　調査対象者・時期

　長崎大学の全学教育（教養教育）必修科目の「情

報処理入門」授業の時間に調査を実施した。2006
年度と 2007 年度は全学部 ( 前期開講：教育学部・

医学部・歯学部・薬学部・工学部の一部・環境科

学部・水産学部、後期開講：経済学部・工学部

の一部 ) の学生が調査対象である。2008 年度と

2009 年度は医学部 ( 医学科、保健学科 )、水産学

部の一部、経済学部が対象であり、2010 年度は

前年度実施学部と工学部の一部、教育学部の一部

の学生が加わり調査を実施した。

　調査時期は「情報処理入門」授業が前期開講の

クラスは 4 月、後期開講は 10 月に実施した。各

年度の回答人数を表 1 に示す。

2.2　調査内容

　調査の内容は、中学校・高等学校における情

報の授業の受講状況、Word、Excel、PowerPoint、
電子メール、Web ブラウザについての使用経験

および習熟度、プログラミング言語の利用経験、

キー入力操作の習熟度、パソコンの所持状況、情

報に関する知識、情報知識と技術の習得場所等で

ある。年度によって若干質問項目が異なるが、項

目の多くは 5 年間を通じてほぼ同じ内容である。

３．調査結果・考察

　調査を前期（4 月）に実施した学部と後期（10
月）に実施した学部があるため、前期と後期の結

果をまとめて分析しても差し支えない場合は、前

期と後期のデータをまとめて分析し、前期と後期

のデータをまとめると結果に影響があると考えら

れる質問項目に対しては、今回は主として大学入

学前の情報教育の学習状況を把握するため、前期

を対象として分析を行った。

　調査年度により若干質問項目が異なっている場

合、あるいは質問に対する選択肢が異なっている

場合については、そのことを記載して分析結果を

述べる。また、2006 年、2007 年の調査項目には

入れておらず、新たな項目を 2008 年度からの調

査に加えた場合は、3 年間の結果について述べる。

3.1　高校の情報科目の履修状況

　高等学校における情報科目の履修状況を表 2 に

示す。履修した科目名を表 3、履修学年を表 4 に

示す。表中の斜線は当該年度に質問項目を設けて

いないことを示す。

　2006 年度大学入学生から高等学校で情報科目

を学習した学生である。しかし、2006 年度は情

報科目を履修した学生は 76％、履修していない

と回答した学生は 23％であり、高等学校での情

報教育がすぐに実施されていないことが伺われ

る。2007 年度からは、履修していない学生が

10％未満となっている。

　履修科目名は、調査の 5 年間 50％前後の学生

が情報 A を履修している。情報 B と情報 C の履

修は 5 年間少ない傾向が見られた。しかし、2008
年度から 3 年間の調査では、情報 B のみが情報

C と比べると増えている。この結果は、文献 8 と

同様の結果となっており、長崎大学入学生だけの

特徴ではなく、他大学入学生にもみられる傾向で

あった。

　履修学年は 5 年間通じて 1 年次のみの履修が

50％以上であり、次に多いのは 2 年次であり、3
年次が も少ない。3 年次履修者は 2006 年度か

ら毎年少なくなっている。また、複数年次の履修

は、1 年生・2 年生が多く、他の場合の履修は、

少なかった。

表 1　回答人数
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3.2　アプリケーションソフトの履修経験

　コンピュータや情報処理に関する技術を習得し

た学校あるいは場所を表 5 に示す。コンピュータ

を操作するうえでキー入力のスキルについて 2008
年度から 3 年間の調査結果を表 6 に示す。なお、

表 5 から表 20 についての分析対象は、入学後半

年経過して調査した学生（後期調査）を除き、前

期に調査した結果のみを対象として分析する。

　技術の習得場所は 5 年間ともに多いのは「高等

学校」であり、次が「中学校」であった。「小学校」

と回答した学生が徐々に増加している。小学校で

コンピュータに触れることが多くなったためであ

ると考えられる。5 年間ともに「家庭にあるパソ

コン」と回答した学生が約 3 割いることが明らか

になった。

　キーボードの操作については、70％前後の学生

が大学入学までに「キーボードを見ながらキーを

入力できる」と回答しており、「キー入力に自信

がない」ものは 14％から 18％であった。

　5 つのアプリケーションソフト Word、Excel、
PowerPoint、電子メール、Web の使用経験を表 7
に示す。表の数値は使用経験があると回答した学

生であり、2006 年、2007 年度入学生は Word が

一番多く、2008 年度入学生以降は Web ブラウザ

の利用が一番多くなっていることがわかる。2010
年度入学生においても、高等学校までに各アプリ

ケーションソフトを使用していない学生がいる。

PowerPoint、電子メールは他に比べ、利用してい

る学生は 5 年間を通じて少ない。

　各アプリケーションソフトについての習熟度を

表 8 から表 12 に示す。Word（表 8）は、「複雑な

文書作成ができる」と回答している学生は 5 年間

通して 10% 未満であり、多くの学生が「文章入

力ができる」程度と回答している。Excel（表 9）
も Word の利用経験とほぼ同様の傾向があり、「セ

ルの入力、編集ができる」が多く、「数式作成、

表 2　高等学校での情報科目履修状況 表 5　技術の習得状況

表 6　キー入力について

表 7　アプリケーションソフトの使用経験

表 3　情報科目名の履修状況

表 4　情報科目の履修学年
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条件分岐など複雑な処理ができる」と回答した

学生は 10% 未満である。「簡単な関数の利用」と

「グラフ作成」の利用は、Word の「図や表の作成」

と同じ傾向である。

　PowerPoint（表 10）は、「オブジェクトの挿入

ができる」と回答した割合が Word（表 8）の「図

や表の作成ができる」と回答した割合と同じ傾向

を示している。

　電子メール（表 11）では、「メールが送信でき

る」と回答した学生の半数が「添付ファイル」を

利用できるが、「CC」の利用はそれを下回ってい

た。「CC」を利用する必要性があまりなかったの

ではないかと思われる。

　Web ブラウザ（表 12）については、「検索エン

ジン」の利用が 70% 以上と多く、「Web ページ作

成」は高等学校までの教育ではあまり教えられて

いないと考えられる。

3.3　知識に関する習得

　コンピュータや情報処理に関する知識を主とし

て学んだところについての回答を表 13 に示す。5
年間を通して「高校で学んだ」が一番多く、次が

「中学校」であった。「家庭にあるパソコンで学ん

だ」は 33% から 41% と 3 番目に多かった。

　コンピュータウィルスの危険性、およびコン

ピュータウィルスから自分のパソコンを守る手段

について知っているかどうかの質問に対して回答

した結果を表 14 と表 15 に示す。ウィルスの危険

性については、「少し知っている」が 60％前後と多

く、「十分知っている」ものは、10％程度であり、

各年度ほぼ同じ結果であった。しかし、自分のパ

ソコンを守る手段を「知っている」学生と「知ら

ない」と答えた学生は同程度であり、コンピュー

タウィルスに関する危険性を知っていても、守る

手段を知らない学生が多いことが明らかになった。

表 8　Word の習熟度

表 9　Excel の習熟度

表 10　PowerPoint の習熟度

表 11　電子メールの習熟度

表 12　Web ブラウザの習熟度

表 13　知識に関する習得場所
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　プログラムを作動させるとき、内部でどのよう

な処理が行われるかの質問に対しては、各年度と

もに 80％から 90％程度の学生が「ほとんど知ら

ない」と回答している（表 16）。
　また、音声や画像などの情報がどのように処理

されるかについても同様に各年度ともに「ほと

んど知らない」と回答した学生が多かった（表

17）。プログラミングの作成能力については、3
年間の調査では「習ったことがない」と回答した

学生が 70％前後であった（表 18）。アプリケーショ

ンソフトの学習状況と比べ、プログラミングを高

等学校までで学習することは少ないようである。

3.4　その他の質問に対する結果

　パソコンの所持について質問した結果を表 19
に示す。この項目は 2008 年から質問している。

2008 年から 2010 年の 3 年間の調査では自分専用

パソコンを持っている、あるいは家族が持ってお

り、大学以外でパソコンが使えない学生は僅かで

あった。

　大学入学後の情報教育を学習する前の学生のコ

ンピュータに対する印象は、「難しそう」が多い。

しかし、「好き」、「面白そう」と回答した学生も

いることから（表 20）、大学初年次に開講する情

報処理科目では、意欲を高める授業にするよう工

夫が必要であると考える。

４．おわりに

　高等学校で教科「情報」を学習して大学に入学

してきた学生の主として大学入学前の情報教育に

関する調査を 5 年間実施した。情報科目の履修状

況は 2006 年度入学生とそれ以降の年を比べると、

履修していない学生が減少している。情報に関

する技術や知識を習得したところは 2006 年から

表 14　コンピュータウィルスの危険性

表 15　自分のパソコンを守る手段

表 16　コンピュータ内部の処理

表 17　音声や画像情報の処理

表 18　プログラミング言語の利用

表 19　パソコン所持

表 20　コンピュータに対する印象
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2008 年までと 2009 年度からの 2 年間では若干傾

向が異なっており、2009 年度調査からは習得場

所が小学校、中学校、高等学校と回答している学

生が増えている。

　今後も情報科目の履修状況や習得状況を調査し

ていき、本学の情報処理科目の授業内容を検討す

る際に参考とする予定である。

　また、現在までに様々な大学で本調査と同様の

調査が行われているので、本学の調査と他大学で

の調査を比較分析し、本調査が本学だけの特徴で

あるのか、あるいは全国的に本調査結果と同様な

結果であるのかを調査し、大学入学後の情報教育

の在り方について提案していきたいと考えている。
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